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　プロの生演奏を楽しめる市民ホールコンサートを、全
席指定の事前予約制で開催しています。12月は時間を1
時間に拡大した特別プログラムです。
　前半はトランペットの大岩根祐未さんとピアノの高橋
美由紀さんによる「バレエ組曲『白鳥の湖』Op.20よりナ
ポリの踊り」「ホワイト・クリスマス」「糸」他です。
　後半は、ピアノの栗田麗子さんによる「となりのトトロ
より『ねこバス』」「献呈」「華麗なる大円舞曲」他です。
　一足早いクリスマスの雰囲気を楽しんでみませんか。
　時12月5日（土）18時～ 19時場市役所１階市民ホール
定50人（申込順）申11月10日～ 20日9時～16時30分に生
涯学習課に電話（2人まで）。後日送付
する予約票に記入して当日持参
　問同課☎70･5670

　「歴史講演会～遺跡からみる綾
瀬の中世～」を開催します。
　県内各地の中世遺跡の特徴や
遺構・遺物と市内にある宮久保遺
跡や早川城跡などの中世遺跡を
比較し、綾瀬の中世をひもときます。講師はかながわ考
古学財団の松葉祟さんです。
　県全体の中世の様子を知ることで、資料の少ない中世
の綾瀬について、理解を深めませんか。
※密集・接触を減らすため、質問は事前受付のみ。詳細 
　は市ホームページを見てください
　 時11月21日（土）13時30分～15時30分（開場12時30
分）場オーエンス文化会館定50人（申込順）申11月2日9
時～18日に生涯学習課☎70･5637
　問同課

市民ホールコンサート

～トワイライト・コンサート～
歴史講演会

～遺跡からみる綾瀬の中世～
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　11月9日（月）の｢119番の日｣～ 15日（日）の1週間、｢その火事
を　防ぐあなたに　金メダル｣を合言葉に、全国一斉に秋の火災
予防運動を実施します。同運動実施中に女性防火クラブ員が家
庭と地域での防火啓発活動や幼年消防クラブ員の法被通園を行
い、広く火災予防を呼び掛けます。火災予防は、日頃の心掛け
が大切です。外出前や就寝前には火の元を点検し、家の周りに
は燃えやすいものを置かないようにし、感染症防止のための飛沫
防止シートや消毒用アルコールは、暖房器具や火気の近くで使用
しないように注意しましょう。火災のない安全・安心なまちづく
りにご協力をお願いします。

防火作品（ポスター）の展示
　市内各小中学校から応募のあった防火作品（ポスター）のうち、
入賞した作品を展示します。時11月6日（金）～12日（木）場綾瀬
タウンヒルズショッピングセンター

住宅用火災警報器の設置・維持管理を
　住宅用火災警報器は、煙や熱を
感知し、警報音などで火災を知ら
せるもので、全ての住宅に設置が
義務付けられています。未設置の
住宅はすぐに設置してください。
設置から10年経過すると内蔵電
池が切れる恐れが高まります。定
期的に点検を行い、適切な維持管
理をしてください。新しく設置や交換する際には、無線連動型
の警報器を推奨します。
＜維持管理のポイント＞
①点検ボタンか点検ひもによる作動確認（月1回程度）
②感知器の清掃（年1回程度）
　問予防課☎76・2166

言葉は一期一会、
より良い製品を目指して

　中原街道（現：県道45号・丸子中山茅ケ崎線）の起点は江戸
の虎ノ門、終点は中原御殿（平塚市）、幅員は1間（約1.8ｍ）か
ら4間（約7.2ｍ）です。その内、市内は本蓼川（綾瀬スポーツ
公園)から吉岡（綾瀬浄水場）まで約3.8㎞です。
　同街道は、天正18（1590）年に徳川家康が江戸入りする際や、
慶長元（1596）年に同御殿を設け、鷹狩や江戸と駿府（静岡市）
を往復する際に使われました。
　また、徳川幕府3代将軍家光の乳母である春日局は、吉岡
村と近郷で化粧料3000石を与えられ、吉岡村（綾瀬市）の屋敷
に3年間住んだといわれており、江戸からの往復や大山参詣に
同街道を通ったと伝えられています。

　同街道は、武蔵国と相模国を結
ぶ最短ルートとして古代から利用
されていたと伝えられ「相州道（そ
うしゅうどう・そうしゅうみち）」と
呼ばれましたが、同御殿が設けら
れてから同街道と呼ばれるように
なったといわれています。中原で
醸造された「酢」を江戸へ輸送す
る道路として利用したため「御酢
街道」とも呼ばれていました。
　その後、東海道が整備されると大名行列などは東海道を通
るようになりましたが、生活道路としてだけでなく、大名行列
など煩わしさを嫌う庶民や商人などは、東海道を避け、同街
道を利用していたといわれています。　
　問生涯学習課☎70・5637

秋の火災予防運動

　吉野さんは、大学
院の先生の紹介で気
体検知管の製造を行
う（株）ガステックを知
り、アットホームな雰

囲気にひかれ入社を決めた。環境系の学部を
卒業したことから、研究開発担当として同社が
手掛ける製品の設計などを行っており、今年
で入社7年目になる。
　自分の性格について「物事に熱中しやすい
一方、一つの考え方に縛られて、他のアイデ
アが浮かばないことがある」と話す吉野さん。
仕事で行き詰まったときには、お客様や同僚と
の何気ない会話の中からヒントが見つかり、新
たなアイデアにつながることも多く、一つ一つ
の言葉は「一期一会」と考え大切にしていると
いう。それでも良いアイデアが浮かばない時
には、遊園地へ行ってジェットコースターにひ
たすら乗って頭をすっきりさせる、とも明かし
てくれた。
　今後の目標は、より高感度の製品を開発す
ることだ。
　吉野さんが開発に携わった高性能で使い勝
手の良い製品が、学校の教材や製造現場の安
全管理器具として使用される日が楽しみだ。
　問工業振興企業誘致課☎70･5661

ボタンを押すかひもを引くと、
正常を知らせるメッセージか火
災警報音が鳴ります。
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火事です

〈正常な場合〉

あやせのものづくりを支える
多様な人材から
ものづくり再発見

昭和36年の中原街道吉岡
芝原交差点（上）と現在（下）


